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サパ州、|では過去30年間に急激な土地利用による森林減少が生じたが、私たちは大地形や
気候帯が異なれば森林減少の様式(面積や形状)や要因が異なるとの仮説を持って研究を
進めている。これは、大地形や気候帯が異なることによって、土地(森林)利用のドライ
ノ《ー自体が異なっていることと、対象となる森林の生態学的な特徴が異なるためである。
サパ州では特に大地形の起伏が激しく、様々な森林帯(気候帯)が見られ、森林利用の変
遷も森林帯に依存していると仮定できる。これを検証するために、最高峰のキナパル山
(4，095m)から緩やかな起伏の低地 Deramakotにかけて仮想的なトランセクトをとり、山
岳と低地の森林利用の変遷とその要因の比較を試みた。山岳のモデルは、キナパル山の南
面(標高 4095m-600mの急峻な地形) 14，805haであり、低地のモデルは Deramakot森林管
理区(標高約 200mの波状丘陵~平地)351，01lhaである。
山岳では、現在、キナパル公園を中心にしてその周辺に粗放的焼き畑耕作地、集約的高
原野菜耕作地、大規模酪農草地、ゴルフ場、銅鉱露天掘りなどが見られる。キナパル公園
は、第二次大戦の惨禍を伝える自然モニュメントとして 1964年に国立公園の指定を受
けた。元々その精神には「山岳と原生林の永久性」が植われている。これに加えて、その
後研究が進み、標高変化に伴う高い生物多様性の実態が明らかになり、世界遺産として登
録された。ここでは、生物多様性は保全されなければならないもので、あって、厳然たる境
界線の中にあってこそ価値を発揮するものである。保全の政策は専門的な知識を持った専
門家によりトップダウン的に決められるので、これは「エクスパート型」の生物多様性管
理と言うことができる。この周辺での伝統的な村落は標高 1000mがその上限で、あった。
これは熱帯性のココヤシやバナナ栽培品種の上限と一致する。これより上での伝統的な生
物多様性の利用は、一部の狩猟を除き、かなり限定的なもので、あったと考えられる。従っ
て、山麓の自然は原生状態のまま保たれてきた。 1955年になり中腹の村 (Kundasang)
に高原野菜栽培が紹介され、収穫された野菜は山麓から小型機によって搬出された。しか
し、陸上の搬出路がなかったため耕地面積は広がらなかった。 1958年にはジープ道路
がコタ・キナパルと中腹を結んだが、悪路のために野菜の搬出が難しく、原住民により細々
と耕作が続けられた。この問、カトリ ック宣教師が野菜栽培の技術指導を続けたよ うであ
る。1971年時点での耕作面積は約 2OOhaである。その後、 1972年に山麓を通過
するサパ横断道路が東西海岸を結び、 1982年にはコタ ・キナバルからキナパル山まで
が舗装された。安定した搬出路が確保されたことで、キャベツを中心とした耕作面積は爆
発的に広がった(1973年から 91年に約 20 0 0 ha増加した)。一方、キナバル山頂
への登山客も道路整備を契機に大きく伸びた。公園境界線を挟んで原生林と耕地が対峠し
て共存する景観が広がっている。キナバル山周辺における土地利用変化の様式は図 1のよ
うになっている。道路のイ ンフラ整備が急激に進んだ 1980年代を挟んで (1973-
9 1の問に)、土地利用変化が急激に進んでいる。
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D M F : 原 生 的 な 低 山 地 熱 帯 降 雨 林
S L M F : 代 償 植 生 的 な 熱 帯 降 雨 林
O V - B R : 低 木 林 を 中 心 と し た そ の 他 の 植 生
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図 1 キ ナ パ ル 山 周 辺 ( 標 高 4 0 9 5 m ・6 0 0 m の 急 峻 な 地 形 ) 14， 805ha に お け る 過 去 の 土 地
利 用 変 化
一 方 低 地 の D e r a m a k o t は 伝 統 的 な 集 落 か ら 遠 く 、 土 地 利 用 形 態 は よ り 近 代 的 で あ る 。 低
地 で は 高 温 の た め に 森 林 の バ イ オ マ ス や 生 産 が 大 き く 、 波 状 丘 陵 ~ 平 地 地 形 の た め に 同 質
の 森 林 が 広 面 積 に 広 が る 。 そ の よ う な 低 地 の 熱 帯 林 利 用 は 、 特 定 の 商 業 樹 種 の 択 伐 が 中 心
で あ る 。 商 業 的 な 森 林 伐 採 で は 、 伐 採 業 者 に 「 伐 採 権 j を 与 え て 切 り 出 し を 行 う シ ス テ ム
が 中 心 で あ っ た 。 チ ェ ー ン ソ ー の 導 入 に よ る 伐 採 効 率 の 改 良 、 重 機 の 導 入 に よ る 伐 採 木 の
搬 出 能 力 改 善 、 熱 帯 材 へ の 市 場 の 高 ま り な ど が 重 な っ て 、 伐 採 面 積 が 急 激 に 拡 大 し 、 森 林
資 源 が 枯 渇 し 始 め た 。 こ の た め 、 1 9 9 7 年 を 契 機 に サ パ 州 の 森 林 管 理 の 方 法 が 大 き く 変
わ っ た 。 1 9 9 7 年 以 降 は 「 持 続 的 な 森 林 管 理 」 を 達 成 す る た め の 新 た な 取 り 組 み が 始 ま
っ て い る 。 伐 採 権 に よ る 森 林 管 理 の 失 敗 は 、 伐 採 業 者 に 資 源 の 帰 属 意 識 が 希 薄 だ 、 っ た こ と
に も 派 生 す る 。 新 し い シ ス テ ム で は 、 資 源 の 帰 属 意 識 を 高 く 持 つ 業 者 に 100 年 の 長 周 期 で
の 森 林 管 理 を 委 譲 す る シ ス テ ム に 移 行 し つ つ あ る 。 私 た ち が モ デ 、 ル と し て 研 究 に 取 り 組 ん
で い る デ ラ マ コ ッ ト は こ の 新 し い シ ス テ ム の パ イ ロ ッ ト ・ ケ ー ス と し て の 役 割 を 持 っ て お
り、 1 9 9  7 年 に 先 立 つ 1 9 8 7 年 に は デ ラ マ コ ッ ト 地 域 の 伐 採 権 が 全 て 無 効 に さ れ 伐 採
が 中 止 に な っ た 。 1 9 8 9 年 か ら は ド イ ツ の 協 力 事 業 と し て 「 持 続 あ る 森 林 管 理 J プ ロ ジ
ェ ク ト が 開 始 、 1 9 9 4 年 に は 森 林 管 理 計 画 が 策 定 さ れ 、 1 9 9 7 年 に は F S C の 森 林 認
証 を 受 け て 、 現 在 、 低 イ ン パ ク ト 伐 採 を 導 入 し た 持 続 性 の 高 い 森 林 管 理 が 行 わ れ て い る 。
こ の 森 林 管 理 計 画 は 、 I T T O の 基 準 ・ 指 標 の 概 念 を 取 り 込 ん で い な け れ ば な ら な い の で 、
当 然 、 生 物 多 様 性 に 関 す る 基 準 ・ 指 標 が 森 林 認 証 に お け る 監 査 対 象 に な っ て い る 。 し か し 、
実 際 に は 直 接 的 に 生 物 種 や 個 体 群 を 用 い た 指 標 は 適 用 さ れ て い な い の が 実 状 で あ る 。 こ の
よ う な 経 緯 を た ど っ て い る の で 、 デ ラ マ コ ッ ト の 森 林 変 化 の 歴 史 は 複 雑 で あ る 。 す な わ ち 、
1 9 8  7 年 ま で は 通 常 の 商 業 伐 採 区 と し て 択 伐 が 広 域 で 行 わ れ 、 森 林 の 植 被 率 は 減 少 し た 。
そ の 後 の 持 続 性 の 高 い 森 林 管 理 と 低 イ ン パ ク ト 伐 採 の 導 入 に よ っ て 、 デ ラ マ コ ッ ト 地 域 全
体 の 森 林 が 回 復 基 調 に あ る 。 現 在 は 、 低 イ ン パ ク ト 伐 採 が c o m p a此 m e n t ( 林 班 ) 毎 に ロ ー
テ ー シ ョ ン を 組 ん で 毎 年 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 歴 史 を 反 映 し て 、 デ ラ マ コ ッ ト に お け
る 土 地 利 用 変 化 の 様 式 は 図 2 の よ う に な っ て い る 。
以 上 の よ う に 、 同 じ 熱 帯 に あ り な が ら 気 候 帯 を 異 に す る と 、 森 林 利 用 形 態 と そ の 変 遷 に
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大きな差が見られる。 しかし、森林利用変遷のドライピング・フォースは人口増加ではな
く、経済開発であり 、道路整備、重機の導入など資源、の搬出を改善するインフラ整備がき
っかけとなって土地利用変化が加速する共通のパターンが見られる。
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DLMF 原生的な山地熱帯降雨林
MLSF 代償植生的な混交フタパガキ
林
OPLM アブラヤシ植林
MOP-BS:アブラヤシと裸地の混交
BR-SV:裸地と疎な植被
OLU:低木植生などその他の植生
WTR:開放水面
Cld-Hz:雲・へー ズ
図2 Deramakot森林管理区(標高約 200mの波状丘陵~平地)351，Ollhaにおける過去
の土地利用変化
図 1，2の原図はDannawan(2004)による。
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